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札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

Ｆ

親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内
！ 

〇日 時 8月 27日(金) 9時スタート 
     【８時受付開始・８時 30分～開会式】 

〇場 所 札幌パークゴルフ倶楽部『福移の杜』 
     札幌市北区篠路町福移 154-3(☎374-8000) 
〇対象者 PGサークル会員、札幌退職者の会会員及び配偶者 

〇参加費 一人 1,000円 
〇競 技 36ホールストロークプレー 
〇入 賞 団体賞(各地区毎の上位 5名の合計点数) 

     個人賞なし、ホールインワン賞あり、参加賞あり 
〇申込締切 8月 18日(水) 
〇申込先 電話 222-4771／ＦＡＸ 222-0017 

     (札幌退職者の会 安部・沖 まで) 

 

 

我
が
国
に
お
い
て
も
２
０
２

１
年
２
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
、
徐
々
に
本
格

的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

ワ
ク
チ
ン
は
、『
体
内
で
抗
体

を
作
っ
て
発
症
を
防
ぐ
』
と
の

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
も
半
数
以
上
の

方
々
が
既
に
一
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
完
了
し
た
頃
か
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

特
に
二
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
報
告
さ
れ
て
い
る
「
副

反
応
」
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を

掲
載
し
ま
し
た
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
！ 

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

の
兆
し
が
あ
り
、
今
年

も
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
の
で
、
全
員
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

ま
た
、
再
度
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
期
間

が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
中
止
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。 

 

恒
例
の
札
幌
退
職
者
の
会
「
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
８
月
１

８
日(

水)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
各
地
区
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
に
所
属

の
方
は
、
サ
ー
ク
ル
に
て
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
の

で
、
各
サ
ー
ク
ル
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

北
海
道
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
が
解
除

に
な
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
か
ら
広
が
っ
た
デ
ル
タ
型 

２回接種後、１週間以内に起こった副反応 

 

２０２１年共済契約更新のご案内が 6 月上
旬から各ご家庭に届いていると思います。 

口座からの引き落としは、11 月 22 日(月)

となっています。 

ＮＴＴ労組退職者の会支部協議会会費 

3,000円が合わせて引き落としされます。 

お問い合わせは、『電通共済生協コールセン
ター』 0120-211-114迄 

 

 
例年、９月に予定している「ぶどう狩り」

については、コロナ禍の影響により、今年も
昨年に引き続き残念ながら中止することと
します。 

昨年の大会模様 

コロナワクチン基礎と副反応 

電通共済契約更新のご案内 日経 Goodyより 

 

 
 
※各種スポーツ大会・アトラクションを含め
全面中止となりました。 

 

ぶどう狩り中止 

開 催 要 領 

第４３回総合文化祭中止 
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家
族
で
避
難
場
所
等
を
確
認
し
よ
う 

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
！ 

７
月
３
日
熱
海
で
発
生
し
た

集
中
豪
雨
に
伴
う
土
砂
災
害
で

は
、
未
だ
に
行
方
不
明
の
方
が
多

数
出
て
い
ま
す
。 

九
州
や
東
海
地
方
に
も
、
河
川

の
氾
濫
、
床
上
浸
水
な
ど
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
各
種
行
事
や
行
動
の
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
９
月
１
日
の
防
災
の
日

に
、
退
職
者
の
会
安
否
確
認
と
し

て
、
次
の
４
点
を
柱
に
し
て
取
り

組
み
ま
す
。 

①
「
も
し
も
の
時
は
一
報
を
」

の
シ
ー
ル
を
全
会
員
に
配
布
し

て
い
ま
す
。 

②
災
害
発
生
時
に
約
３
、
８
０

０
名
の
会
員
へ
の
連
絡
は
時
間

的
・
量
的
に
無
理
な
た
め
、
会
員

か
ら
事
務
局
に
「
安
否
情
報
」
を

通
知
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
必
要

に
応
じ
て
事
務
局
は
、
安
否
確
認

の
取
れ
て
い
な
い
会
員
に
連
絡

す
る
。 

③
災
害
規
模
に
応
じ
て
、
幹
事

を
招
集
す
る
。 

④
安
否
確
認
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、
安
全
確
認
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
現
行
維
持
を
図
る
。 

 

この度の熱海や九州などを襲った集中豪雨により被

害を受けた皆様に心よりお見舞い申し上げます 

皆様に心よりお見舞い申し上げます

クロスワードクイズに５０名当選 

 

★ 

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
。(

停
電
に
備
え
て
、

携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
等
は
、

置
く
場
所
を
決
め
て
お
く) 

★ 

災
害
時
の
連
絡
方
法
・
連
絡

先
や
避
難
先
等
を
確
認
し
、
家

族
で
共
有
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

★ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
正
し

い
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。 

★ 

地
震
保
険
や
火
災
保
険
の
加

入
状
況
を
確
認
し
、
も
し
も
の

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

★ 

災
害
時
は
、
自
分
や
家
族
の

安
全
を
守
る
た
め
に
慌
て
ず
に

行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

★ 

隣
近
所
の
助
け
合
い
、
高
齢

者
な
ど
近
所
の
人
の
安
否
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。 

★ 

災
害
状
況
が
落
ち
着
い
た
段

階
で
「
退
職
者
の
会
」
と
し
て

会
員
の
安
否
確
認
を
実
施
し
ま

す
。 

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
第
１
９
６

号
に
掲
載
し
た
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
「
コ
ロ

ナ
ニ
マ
ケ
ル
ナ
」
で
し
た
。 

多
数
の
応
募
の
中
、
正
解
者

は
、
５
５
３
名
で
し
た
。 

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
５
０

名
の
方
に
「
ク
オ
カ
ー
ド
」
を

お
送
り
し
ま
し
た
。 

 

【
白
石
区
】 

・
浦
野 

康
弘
・
和
泉 

義
博 

・
高
尾 

英
敏
・
田
中 

 

悟 

・
石
館 

 

修
・
神
取 

 

智 

【
中
央
区
】 

・
甲
地 

 

清
・
野
上 

憲
昭 

・
佐
藤 

 

勉 

【
北 

区
】 

・
鵜
飼 

博
美
・
片
野 

幸
子 

・
渡
辺 

邦
夫
・
佐
藤 

清
勝 

・
西
村 

 

勉
・
南 

 

昇
一 

・
齋
藤 

 

忠
・
嶋
宮 

 

隆 

【
江
別
市
】 

・
菅
野 

昌
子
・
布
川 

光
雄 

・
和
田 

利
明
・
鈴
木 

俊
彦 

【
恵
庭
市
】 

・
佐
藤 

喜
子 

【
石
狩
市
】 

・
土
本 

 

彪
・
能
登 

哲
郎 

【
北
広
島
市
】 

・
戸
田 

容
子 

【
道
内
・
道
外
】 

・
小
倉 

薫
子
・
三
木 

 

孝 
 

事
前
に
連
絡
方
法
を 

 
 

 
 

確
認
し
ま
し
ょ
う 

   
 「

さ
わ
や
か
札
幌
」
第
１
９
６
号

で
募
集
し
ま
し
た
「
会
員
近
況
」

は
、
４
月
１
５
日
に
集
約
し
、
９

２
２
名
の
会
員
か
ら
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
は
３
蜜
を
さ
け
て
集
計
・
デ

ー
タ
投
入
を
実
施
し
ま
し
た
。 

多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
お

礼
の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
ふ
れ
あ
い
委
員
会
」 

【
会
員
近
況
】
ご
協
力
に
感
謝 

 

祝
ご
当
選 

 

順
不
同(

敬
称
略) 

 

【
西 

区
】 

・
湯
本
喜
代
治
・
吉
田 

研
史 

・
清
水 

一
彦
・
笠
木 

順
子 

・
上
田
と
も
子
・
大
内 

光
雄 

 
 

 

・
小
泉 

潤
子 

【
南 

区
】 

 
 

 

・
坂
口 

敏
春
・
堀
内 

勝
美 

 
 

 

・
熊
谷 

 

明 

【
手
稲
区
】 

・
鳴
野 

一
美
・
澤
田 

新
作 

【
東 

区
】 

・
鈴
木 

光
次 

【
豊
平
区
】 

・
吉
田 

佳
三
・
内
匠 

正
直 

【
清
田
区
】 

・
安
江 

 

優
・
佐
川 

 

了 

・
嶋
守 

 

仁
・
伝
法 

和
夫 

 
 

 

・
紺
野 
和
夫
・
船
場 

忠
昭 

 
 

 

・
玉
島 
敏
憲
・
原 

 

壽
夫 

高橋副会長と佐野会長 
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機関紙「さわやか札幌」は、会員相互
の絆を深める重要な役割を果たしてお
り、隔月の奇数月、年6回発行して会員
の皆様へお届けしております。 
そこで、ＮＴＴ労組 札幌退職者の会 
会員の皆様に原稿の投稿をお願いしてお
ります。 
概ね次の要領で投稿をお待ちしており
ます 
 
① 趣味・特技・旅行記・地域貢献活動・ 
随筆 等 

400字～500字程度  
＋写真1～2枚程度 

② 我が家の孫紹介 
150字～250字程度 

＋写真1～2枚程度 
③ 我が家のペット紹介 

150字～250字程度 
＋写真1～2枚程度 

 
◎文章の様式は特に構いません。 
 
◎郵送または、E-メールにて送付願いま
す。 
 
☆送付先メールアドレス 
ＮＴＴ労組札幌退職者の会事務局 
Ｅ-mail：satsutai1@bz01.plala.or.jp 
☆お名前・居住地域をご記入のうえ、
原稿・写真を添付メールにて送信のほ
ど宜しくお願いします。 紬結 姫 

直 姫 

孫 紹 介   『直 姫』と『紬結 姫』  笠木 順子 (西 区) 

私
に
は
二
人
の
孫
が
い
ま
す
。 

一
人
は
東
京
の
長
男
の
孫
、
直
ち 

ゃ
ん(

小
学
２
年)

で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
入
学
式
や
運
動
会
に

も
行
け
ず
残
念
で
す
が
、
時
々
ビ
デ

オ
通
話
で
上
手
な
本
読
み
や
絵
や
習

字
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
、
成
長
し
て

い
る
姿
に
感
激
で
す
。 

 

も
う
一
人
は
旭
川
の
次
男
の
孫
、

紬
結(

つ
ゆ)

ち
ゃ
ん
で
す
、
今
年
３

月
１
５
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
、
マ
マ
は
一
人
で
病
院

で
頑
張
り
ま
し
た
。 

退
院
後
１
0

日
位
お
手
伝
い
に

行

泣
か
ず
に
気
持
ち
い
い
顔
を
し
て
い

る
孫
を
見
る
と
腰
や
肩
の
痛
さ
も
吹
き

飛
び
ま
し
た
。 

泣
い
て
も
笑
っ
て
も
、
と
に
か
く
可

愛
く
て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。 

昨
年
１
0

月
の
結
婚
式
が
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
と
な
り
、
今
年
１
0

月
に
子

連
れ
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
予
定
で
す
。 

直
姫
と
紬
結
姫
が
ス
ク
ス
ク
と
健
康

で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

 

行
き
、
初
め

て
の
沐
浴
を

ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
何
度
も

見
て
挑
戦
。 

よ
し
大
丈

夫
と
、
い
ざ

お
風
呂
に
入

れ
た
時
は
と

て
も
緊
張
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画 

「
江
戸
か
ら
発
寒
在
住
へ 

永
田
休

蔵
の
志
」
を
北
海
道
新
聞
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
金
で
１
０
０
ペ
ー
ジ
（
内
資
料
編

８
ペ
ー
ジ
）
千
部
発
行
で
き
ま
し
た
。 

 

普
段
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
西
楽
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
頂
き
、
紙
面
を
お
借
り 

し
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
を
出
版
し
た
の 

は
実
に
２
７
年
ぶ
り
で
す
。 

 

余
り
に
も
小
休
止
が
長
か
っ
た
の

で
、
周
囲
の
方
で
、
私
が
ア
マ
チ
ュ
ア

で
漫
画
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
知 

ら
な
い
人
も
多
か
っ
た
み
た
い
で
す
。 

 

そ
の
為
、「
道
新
さ
っ
ぽ
ろ
１
０
区
」 

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
ら
、
一
様
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。 

 

私
が
札
幌
に
転
勤
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
５
８
年
で
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
全

国
漫
画
集
団
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
、
全
国
大
会
時
に
は
、
展
示
や
似
顔 

絵
描
き
で
全
国
に
馳
せ
参
じ
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
支
部
の
文
化
祭
で
漫
画
展

や
電
通
労
連
、
民
主
党
札
幌
支
部
で

４
コ
マ
漫
画
を
十
年
余
り
も
の
長
き 

に
わ
た
り
連
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 ２

７
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
の
中
で
、

技
術
的
に
肉
と
な
り
血
と
な
り
、
自

分
を
育
ん
で
頂
い
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
が
こ
の
創
作
漫
画
の
特
画
で
特

に
訴
え
た
い
こ
と
は
、
た
と
え
一
市

民
で
あ
っ
て
も
、
今
ま
で
何
と
な
く

語
ら
れ
て
き
た
歴
史
に
物
申
す
事

が
、
も
し
か
し
て
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

地
域
の
歴
史
は
、
そ
の
地
域
に
共

有
す
る
も
の
で
す
。 

そ
の
史
実
に
口
を
挟
む
こ
と
は
、

並
大
抵
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、 

粘
り
強
く
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丹
念
に
続

け
れ
ば
必
ず
納
得
で
き
る
も
の
が
つ

い
て
来
る
と
思
い
ま
す
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て
い
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だ
き
ま
し
た
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ち
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し
て
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だ
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幸
い
で
す
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「さわやか札幌」投稿のお願い！ 
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☆ 米 寿

袴田　敬誠

☆ 喜 寿

野原　賢治 山田　克夫 和田　忠雄 安宅　紀男 林　　繁雄 　西村　　薫　

日南　房子 高橋　三郎 田中　忠佳 伊藤　洋治 奥　　晴夫 　斎藤　　誠

岩崎　幸男 渡辺　京子 矢留　浩一 大志民　勇 白方　　威 　鎌田　　洋

水谷　治郎 田付　淳一 虎谷　勝行 大西紘四郎 高田　　修 　田代　　勲

田村　勝行 中村　敏宏

☆ 古 希

柴田　有三 本間　幸美 外田　孝夫 小野　英之 加藤ひろ子 　馬場　　清

波能　善彦 北村　秀樹 山本　昭雄 後藤　隆之 真壁　　修 　海老井広幸

條野　智也 丸山　良男 佐藤　静子 坂田　圭一 澤山　　登 　小野寺真弓

高橋　範昭 吉田　省司 小林　重弘 神田　雅人 石川　　実 　八重樫　繁

大瀬　達也 魚田　喜博 新井　昭一 浜田　智子 榎森　　智 　林　　大記

佐藤　弘美 田下　和子

【本人の訃報】

河野　道二さん 73歳(東　区) 没21年04月17日 佐々木俊夫さん 78歳(豊平区) 没21年06月12日

塩谷　常一さん 83歳(東　区) 没21年06月15日 加賀谷 勝さん 90歳(北　区) 没21年06月17日

工藤　文之さん 65歳(宮崎県) 没21年06月25日 皆川 弘子さん 89歳(江別市) 没21年07月08日

北道　泰夫さん 71歳(南　区) 没21年07月14日

【江別市】 新　　正美

髙橋　房男 村上　克則 岡野　勝博 石川　冨美雄 青木　　哲 池田　　洋

嶋田　一男 伊藤　勇一 嶋津　一男 藤江　照代四 成毛　　勉 時政　　新

萬年　清一 松居　公志 八田　健一 小山田　俊之 園部　　忍 平崎　　博

藤田　秀樹 的場　芳男 酒井　康男 　林　　　良一 藤森　　亨

　 2021年(令和3年)　7月31日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         第198号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

おめでとうございます (6月～7月生まれの方) (敬称略)

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じハガキをいただきありがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。ご協力有難うございました。(敬称略)

【お詫び】第１９7号（2021.6.30）に掲載のお悔み欄で、逝去された日付に一部誤りがありました。

訂正しお詫びいたします。

※ 高蠣 敏充さんのご逝去日 誤→２０２１年３月３１日 正→２０２１年４月０１日

新会員紹介（敬称略）

お知らせ！ 【夏休み連休期間の事務局連絡先】
◎ 期 間 ８月１２日（木）～８月１７日（火）

◎ 安部 事務局長 電話 011-681-6993 携帯 090-8908-6993

◎ 沖 事務局次長 電話 011-299-3407 携帯 090-2699-7126 


